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１ 青森県橋梁アセットマネジメントの基本コンセプト 
 
  青森県は、以下の基本コンセプトに基づき、橋梁アセットマネジメント1を進めます。 
 
☆ 県民の安全安心な生活を確保するため、健全な道路ネットワークを維持します 

これまで県民の生活を支え続けてきた多くの道路や橋梁などの老朽化が進行しており、近

い将来に更新などに要する費用が膨大になるという問題が明らかとなってきました。 

この問題を解決しなければ、橋梁などの劣化・損傷が進み、道路ネットワークが機能しな

くなり、県民の生活に支障をきたすことが想定されます。 
本県としては、来るべき大量更新時代に向けて、今後とも県民の安全・安心な生活を確保

するため、健全な道路ネットワークを維持することに全力で取り組んでいきます。 
 
☆ 全国に先駆けてアセットマネジメントを導入します 

そこで、本県では、若手職員のアイディアを積極的に取り入れ、大量更新時代に対応すべ

く、社会資本の新たな維持管理の手法として、「アセットマネジメント」を全国に先駆けて導

入します。 

 
☆ これまでの維持管理の常識から転換します 

これまでの維持管理は、「傷んでから直す又は作り替える」という対症療法的なものでした

が、これからは、「傷む前に直して、できる限り長く使う」という予防保全的なものとし、将

来にわたる維持更新コスト（ライフサイクルコスト：ＬＣＣ）を最小化する方向に転換しま

す。 
 
☆ 社会資本の維持更新コストの大幅削減を実現します 

  「いつ、どの橋梁に、どのような対策が必要か」をアセットマネジメントにより的確に判

断のうえ橋梁の長寿命化を図り､将来にわたる維持更新コストの大幅な削減（今後５０年間で

最大１０００億円削減。詳細は３－２参照）を実現します。 
 
☆ これからの社会資本の維持管理のあり方を全国に向けて発信します 

このように、本県は、アセットマネジメントにおける自治体のトップランナーとして、積

極的に取り組みを進めていくとともに、点検などのランニングコストの大幅な削減など効率

的運営体制についても整理するなど、アセットマネジメントによるこれからの社会資本の維

持管理のあり方を全国の自治体に向けて発信します。 

                                                  
1 アセットマネジメント：道路を資産としてとらえ、構造物全体の状態を定量的に把握・評価し、中長期的な
予測を行うとともに、予算的制約の下で、いつどのような対策をどこに行うのが最適であるかを決定できる総
合的なマネジメント〔「道路構造物の今後の管理・更新等のあり方提言（平成１５年４月）」より〕 
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２ 青森県の橋梁を取巻く現状 
 
２-１ 大量更新時代の到来 

 
本県は１５ｍ以上の橋梁を７２０橋、１５ｍ以下のものを含めると２，３２０橋に上る橋梁

を管理しています。これらの供用年の分布状況を見てみると図表１のとおり、高度経済成長期

後期以降に集中しており、近い将来において大量更新時代が到来することが予測されます。 

図表 1 青森県における橋梁供用年の分布 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２-２ 地理的特徴 

 
本県は、本州の最北端に位置し、中央には陸奥湾を抱き、北に津軽海峡、東に太平洋、西に

日本海と三方を海に囲まれており、日本でも有数の豪雪地帯でもあります。 
冬期には、日本海側では冷たく湿った季節風が吹き、沿岸部では海から飛来する塩分により

コンクリート構造物の塩害2が見うけられます。また、奥羽山脈西側では積雪が多いことから、

凍結防止剤が散布され、その影響による塩害が見うけられ、太平洋岸では乾燥した冷たい空気

が吹きつけてコンクリートの凍害3を引き起こすなど、橋梁にとっては非常に厳しい環境にあ

ります。 

                                                  
2 塩害：コンクリート中に塩分が浸透して鋼材を腐食させる劣化現象 
3 凍害：コンクリート中の水分が凍って膨張し、コンクリートを破壊させる劣化現象 

0

5

10

15

20

25

30

35

橋
　
梁
　
数

2 0 0 31 9 9 01 9 8 01 9 7 01 9 6 01 9 2 9 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

1 9 7 3 年

オ イ ル シ ョ ッ ク

1 9 6 4 年

東 京 オ リ ン ピ ッ ク

青 森 県 の 橋 梁 の 状 況

大 量 更 新 時 代
の 到 来



 3

図表 2 青森県の地理的特徴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

日本海側の塩害を受けた橋梁 
 海からの飛来塩分でＰＣケー

ブルが腐食し、主桁下面に大き

なひび割れが発生しています。

太平洋側の凍害を受けた橋梁 
 冬期間の凍結融解作用で、主

桁下面のかぶりコンクリートが

剥がれ、一部鉄筋が露出してい

ます。 
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２-３ 財政状況 
 
本県の財政状況を見ると、平成１５年度の公共投資（普通建設事業費）がピーク時の約３分

の２となるなど減少傾向でしたが、さらに平成１５年１１月に策定された「財政改革プラン」

により、平成２０年度には公共投資が平成１５年度当初比で４０％の削減が見込まれるなど、

今後は非常に厳しい財政運営を強いられることとなります。 

図表 3 普通建設事業費の推移 

 
また、平成１６年度の橋梁関係予算を見ると、図表４の予算で橋梁の管理・更新を行ってお

り、特に橋梁管理費が少ない状況にあります。 
アセットマネジメントの効果を最大に活かすためにも、橋梁関係予算の必要額の確保は重要

であり、将来にわたるＬＣＣの最小化を前提としてシミュレーションを行い、その必要額を定

めていくことが今後は重要と言えます。 
 

図表 4 平成１６年度橋梁関係予算 

 
 
 
 

さらに、本県の場合、事業費に占める補助金の割合が大きく、国の三位一体改革による補助

金の削減が進められる中にあっては、平成１６年度から改定された交付金事業の積極的な活用

などにより、事業費の確保を図っていくことが重要と言えます。 
 
  

・橋梁新設費 約１３億円/年（補助＋県単）※バイパス橋梁は除く 
・橋梁補修費 約８億円/年（補助＋県単）※補助は耐震補強のみ 
・橋梁管理費 約２億円/年（県単） 
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参考 荒廃するアメリカの示唆 
 
１９７０年代半ばから１９８０年代の初めのアメリカは、２度にわたる石油危機の中、経済

成長率が鈍化し、貿易赤字と財政赤字のダブルの赤字を抱え停滞していました。地方財政も逼

迫し、大胆な公共投資の削減を行い、道路投資も１９６８年以降減少の一途をたどり、１９７

９年には１９６８年のほぼ半分の水準まで減少しました。 
その結果、道路構造物の老朽化に対応できず、「荒廃するアメリカ」と呼ばれる道路ストック

の荒廃を招き、悪路や欠陥橋梁の増加によって、道路の機能が著しく低下し、アメリカ経済は

なお一層悪化しました。 
１９８１年当時の記事を拾えば、「スペースシャトルもいいが高速道路や鉄道が危ない」とい

う見出しで、「橋はグラグラ、鉄道は脱線。ハイウェイは穴だらけ･･･アメリカ経済を支える基

本的な公共投資は今やほとんどガタガタ」とか、立花隆氏は、「ニューヨークの市内の道路には

１５０万箇所の穴ぼこがあり、今のペースで更新すれば１５０年かかる、設備更新のための投

資を怠っているのは、そこに短絡的利益優先主義があるからだ」と指摘されています。挙句の

果てには、「ブルックリン橋で、錆びたケーブルが突然落下し、日本人のカメラマンを直撃して

死亡」という痛ましい事故の記事もあります。 
この危機を訴えたのは地方議会の人たちで、「これ以上社会資本整備を停滞させると、アメリ

カ経済は二度と立ち上がれなくなる」と訴え、その主張を連邦政府も受け入れました。その結

果、１９８３年以降、道路の機能の改善を図るため、停滞する経済の中で、前年に制定した交

通支援法に基づき、ガソリン税率を引き上げることによって財源を確保し、道路投資額を拡充

しました。道路投資の拡充、道路ストックの改善とともに、１９８０年代後半からアメリカ経

済も回復傾向を示したのは、歴史の示すところです4。 
 
１９８０年代のアメリカでは、架設後４０年以上の橋梁の割合は３７％ありましたが、本県

の現状を見ると、１０年後には３６％になり、数字上は「荒廃するアメリカ」とほぼ同じに状

況に近づきつつあるわけです｡ 
この「荒廃するアメリカ」は、「荒廃する青森」としないため、県民の安全・安心な生活を確

保するためにも、アセットマネジメントを導入した効率的・効果的道路ネットワークの維持管

理が必要であることを示唆しています。 
 

 
 

                                                  
4 〔北橋建治著「２１世紀の社会資本整備の課題と展望：これでいいのか わが国土」より抜粋〕 

シルバー橋（崩壊前） 崩壊後 
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３ 青森県の橋梁アセットマネジメント 
 
３-１ セールスポイント 
 
☆ 橋梁の現状にあったマネジメントによるＬＣＣの大幅削減 
  橋梁は、架けられた年代や環境条件により、それぞれ現状が異なります。 
  本県の橋梁アセットマネジメントでは、それぞれの劣化・損傷の状況や道路ネットワーク

における役割（緊急輸送路指定等）など、現状を十分に考慮のうえＬＣＣを算定し、その最

小化や平準化を図り、県全体としてのＬＣＣの大幅な削減を実現します。 
 
☆ ＩＴの活用等による点検コストの削減 
  アセットマネジメントを行うためには、点検コストが新たに必要となります。 

その点検コストについては、橋梁の中で最も劣化・損傷が進行しやすく、しかも安全性や

健全性に大きな影響を与える端支点部を重点的に点検することで、現場作業の省力化などを

図ります。 
  また、ＩＴを活用して携帯情報端末（ＰＤＡ）により現場作業を行う点検支援システムを

開発し、点検の高度化とともに点検の事後作業の大幅な省力化を図ります。 
  以上の二つにより、従来の点検方法から約８０％という大幅なコスト削減を実現します。 

 図表 5 点検コストの削減イメージ 

 
 
☆ 日常管理の充実などによる効果的な維持管理 
  橋梁を健全に保ち長寿命化を図るためには、日常の管理を充実させ、劣化や損傷の原因を

早期に取り除くことが効果的です。 
そこで、本県の橋梁アセットマネジメントでは、橋梁の定期的な点検に加えて、日常のパ

トロールや点検などの充実を図り、それらを体系的に行うことで、橋梁の長寿命化などに効

果的な維持管理を行います。 
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☆ トップエンジニアの参加による高い技術レベル 
  アセットマネジメントには、専門的な高い技術が必要となります。 

本県の橋梁アセットマネジメントでは、橋梁に関する日本のトップエンジニアに参加いた

だき、その高度な技術と豊富な経験をフルに反映させています。 
例えば、学術的研究成果が確立されている劣化予測式に加えて、独自の劣化予測式も設定

し、部材の種類・劣化機構毎に全部で８８種類にもおよぶ劣化予測式を設定しました。この

ことは、これまで点検を実施していない本県のような自治体においても、ゼロベースでのア

セットマネジメントを導入可能にします。 
  また、劣化・損傷の状況に応じた対策工法の選定についても、部材種類や劣化機構別に１

６０種類にもおよぶ対策工法リストを設定しました。 

図表 6 劣化予測式の例 

 
 
☆ ＬＣＣや健全度など客観的な指標の活用によるアカウンタビリティの向上 
  本県の橋梁アセットマネジメントでは、将来にわたるＬＣＣ算定結果や橋梁の健全度など

といった客観的指標に基づき、県民にわかりやすい事業優先度評価を行うことから、アカウ

ンタビリティの向上を図ることができます。 
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３-２ 今後５０年間のコスト削減シミュレーション 
 
本県は、アセットマネジメントにより将来にわたる橋梁の維持更新コストを大幅に削減しま

すが、そのコスト削減について、１０橋のサンプルデータを基に、本県が構築した青森県橋梁

アセットマネジメントのロジック（詳細は３－３以降参照）によりシミュレーションを行いま

した。 
 
なお、このシミュレーションは、既に開発してある青森県橋梁アセットマネジメント支援シ

ステム（ＡＭＳＳ）のＬＣＣ算定システムプロトタイプにより行っています。 
図表７は、そのＡＭＳＳの画面例です。上の画面では、要素毎と部材毎にそれぞれ健全度予

測を行っています。下の画面では、ＬＣＣのシミュレーションを行い、その結果を年度毎の棒

グラフと１００年間の累計の折れ線グラフで表示しています。 
 

図表 7 青森県橋梁アセットマネジメント支援システムプロトタイプ画面例 
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図表８は維持管理シナリオ別のＬＣＣのシミュレーション結果です。 
これまでの維持管理方針である「古くなったら架け替える」という更新型シナリオのＬＣＣ

と、ＬＣＣ最小シナリオのＬＣＣを比較すると、更新型シナリオの５０年間の累計ＬＣＣが約

２８億円であるのに対して、ＬＣＣ最小シナリオの累計ＬＣＣは約１４億となり、約半分の維

持更新費用で済むという結果が出ました。この結果を本県が管理する１５ｍ以上の橋梁数であ

る７２０橋に換算すると「今後５０年間で必要になる維持更新費用を最大１０００億円削減す

ることが可能」と言うことができます。 
一方、ＬＣＣ最小化シナリオは、初期に多額の投資が必要であるということがわかります。

これは、予防保全により長寿命化を図ることが最もＬＣＣを最小化することができるというこ

とで、劣化・損傷が進んでいる橋梁の場合、その劣化・損傷を補修し、健全度を上げるための

初期投資が多額に必要となるということを示しています。 

図表 8 シミュレーション結果 
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 このように、アセットマネジメントは「Ａ橋を早めに直したら、ＬＣＣを何億円削減できる」、

「Ｂ橋よりもＣ橋を早めに直した方がＬＣＣを多く削減できるから、Ｃ橋を優先しよう」など、

様々な将来シミュレーションを行い、その客観的データにより、県全体として事業を効率的・

効果的に進めることができます。 
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３-３ 青森県橋梁アセットマネジメントの概要  
 
青森県橋梁アセットマネジメントでは、次の四つのステップで橋梁の維持更新の事業を展開

します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ ＳＴＥＰ１では、本県の橋梁の維持更新に関する基本戦略を策定します。 

 
☆ ＳＴＥＰ２では、環境条件、橋梁健全度及び重要度評価に基づき、個別橋梁の戦略を策定

します。 
 

☆ ＳＴＥＰ３では、全橋梁のＬＣＣを集計し、ＬＣＣの平準化を行い、中長期予算計画を策

定します。 
 
☆ ＳＴＥＰ４では、中長期予算計画に基づいて中期事業計画を策定し、事業実施に至ります。 
 

ＳＴＥＰ１ 基本戦略

ＳＴＥＰ２ 個別橋梁の戦略

ＳＴＥＰ３ 中長期予算計画

ＳＴＥＰ４ 中期事業計画・事業実施
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３-４ ＳＴＥＰ１ 基本戦略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＴＥＰ１では、まず、本県の現状を踏まえた橋梁の維持更新に係る基本方針を定め、それ

に基づく長期戦略を立てます。そして、その長期戦略を展開していくため、具体的な目標値を

設定します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＳＴＥＰ１ 基本戦略

基本方針

長期戦略

長期目標

県民の安全・安心な生活を確保 

アセットマネジメントを導入し維持更新コストの最小化・平準化 
【平均費用最小化原則】

厳しい財政運営 

長寿命化による維持更新コストの削減 
老朽橋梁の計画的更新 

【基本方針】 

【長期戦略】 

道路ネットワークの維持 
橋梁の機能の永続的維持 

大量更新時代の到来 

＜基本戦略＞ 

橋梁維持更新予算額 橋梁健全度 

【長期目標】 
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（基本方針） 
 
本県の道路ネットワークは、県民の安全・安心な生活を確保するためになくてはならない重

要な社会資本です。その一部である橋梁が劣化・損傷し、通行止めになるようなことがあれば、

県民の生活に著しい支障をきたすことになります。そのような事態とならないため、橋梁の機

能を永続的に維持する必要があります。 
また、橋梁供用年の分布図のとおり、近い将来において橋梁の大量更新時代が到来すること

が想定されます。この問題を次世代に先送りせず、来るべき大量更新時代の到来に備えて今か

ら対策を講じなければなりません。 
一方、本県の財政状況は厳しく、今後一層の予算削減が求められます。費用効率よく橋梁を

維持管理していく方法を早急に確立する必要があります。 
そこで、本県は、工学、経済学、経営学などの分野における知見を総合的に用いて、橋梁の

維持管理を計画的に行うため「アセットマネジメント」を導入し、長期的な視点から橋梁を効

率的・効果的に管理し、維持更新コストの最小化・平準化を図って行きます（平均費用最小化

原則）。 
 
（長期戦略） 

 
橋梁は、海からの飛来塩分などの自然環境の影響や、車輌荷重などの影響を受けて劣化・損

傷し、それは時間とともに進行します。その劣化・損傷を放置しておいた場合、劣化・損傷が

進み橋梁の架け替えが必要となりますが、いち早く劣化・損傷を発見し的確な対策を施すこと

によって、橋梁の寿命を延ばすことができます。 
そこで、長期戦略の一つ目として、この長寿命化により、ＬＣＣの削減を図ります。 
一方、橋梁の寿命に大きく影響するような主要な部材について、著しく劣化・損傷が進行し

ている老朽橋梁や、日本海側に多く見られるような極めて塩害が進行している重度の劣化橋梁

は、補修工事を繰り返すよりも架け替える方が経済的となる場合があります。 
そこで、長期戦略の二つ目として、老朽橋梁については計画的に更新します。 

 
（長期目標） 
 
長期目標は、基本方針に基づく長期戦略を展開していく上で、適当なものを設定する必要が

あります。また、道路の利用者でありかつ費用負担者（納税者）である県民に理解を得られる

とともに、わかりやすいものとする必要もあります。 
そこで、本県の橋梁アセットマネジメントの長期目標として、道路利用者としての県民へ示

す目標値として「橋梁健全度」を、費用負担者としての県民へ示す目標値として「橋梁維持更

新予算額」を設定します。 
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なお、これらの具体的目標値については、平成１６年度と平成１７年度の２カ年で実施する

橋梁初期点検のデータに基づきシミュレーション等を行った上で設定します。 
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３-５ ＳＴＥＰ２ 個別橋梁の戦略 
 

 

 
ＳＴＥＰ２では、基本戦略に沿って個別橋梁の戦略を立てます。 
まず、維持管理・点検を実施し、点検結果から評価される「橋梁健全度」、「環境条件」及び

「重要度評価」といった指標でそれぞれの橋梁の現状を把握します。 
そして、その現状に基づき「維持管理シナリオ」と呼ぶ維持管理戦略の選定を行い、ＬＣＣ

を算定します。 
 

橋梁健全度環境・特殊橋梁 

健全度の将来予測

重要度評価 

ＬＣＣ算定

シナリオ選定

維持管理・点検

ＳＴＥＰ２ 個別橋梁の戦略
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（維持管理・点検） 
 
（１）維持管理・点検の特長 

 
本県の維持管理・点検の特長は、独自の「維持管理・点検マニュアル」により、点検の重

点化と維持管理体系の確立を図ったことと、ＩＴを駆使した点検支援システムを独自に開発

したことです。これにより、従来型の点検に較べて大幅なコストダウン（８０％削減）をし

ます。 
 
① 点検の重点化 
点検業務の効率向上のため、点検の重点化を図りました。 
劣化・損傷の発生・進行が激しく、橋梁の安全性に大きく影響する端支点部については近

接目視を実施し、スパン中央部については遠望目視を行うこととしました。 
一方で、パトロールや日常点検等の日常管理の充実や、スパン中央部での重大な劣化損傷

事例を対象とするような特別点検の実施などによって、橋梁の安全の確保を併せて行います。 
 

図表 9 点検箇所の重点化 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

劣化進行が激しい箇所を重点化 
端支点部 ⇒ 近接目視 

スパン中央部 ⇒ 遠望目視 
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② 維持管理体系の確立 
  橋梁を健全に保ち長寿命化を図るためには、日常管理の充実により、劣化や損傷の原因を

早期に取り除くことが効果的です。 
  また、橋梁の安全性を保つためにも、日常管理の充実により、危険要因を早期に発見する

ことが重要です。 
そこで、本県の橋梁アセットマネジメントでは、橋梁の定期的な点検に加えて、パトロー

ルや日常点検を行うなど、効果的な維持管理を体系的に行います。 
 
 図表１０のとおり、本県の維持管理体系は「点検・調査」と「維持管理・対策」から構成

されています。 
「点検・調査」の結果は、直接あるいは「青森県橋梁アセットマネジメント支援システム

（ＡＭＳＳ）」を介して「維持管理・対策」に反映されます。 
この中心に位置付けられるのが「計画管理」です。定期点検等の点検結果からＡＭＳＳを

介して対策の時期・方法が決定され、中長期的な計画的維持管理が実施されます。 
この計画管理を補いサポートするのが「日常管理」と「異常時管理」です。これらは維持

管理体系の中で統括的・効率的に運用されます。 
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図表 10 維持管理体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

健全度評価 
５：潜伏期 
４：進展期 

３：加速期前期 
２：加速期後期 

１：劣化期 

詳細調査・追跡調査 

パトロール 清掃 

定期点検

特別点検

異常時点検

データベース 

対策区分の判定 
Ｅ１：緊急/構造安全性 

Ｅ２：緊急/第三者被害 

Ｍ：維持工事 

Ｓ：詳細調査 

日常点検

点検・調査 維持管理・対策 

対策工事 

補修 

補強 

部分更新 

更新 

シナリオ選定

劣化予測

ＬＣＣ算定

優先順位決定

ＡＭＳＳ（※）

維持工事 

日常管理

緊急措置 

異常時管理

計画管理

（※）ＡＭＳＳ：青森県橋梁アセットマネジメント支援システム 
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③ ＩＴを活用した点検の実施（点検支援システムの開発） 

点検業務の高度化とコストダウンを図るため、点検支援システムを独自に開発しました。 

このシステムの活用により、点検後に行う事務作業が自動化され、その作業に必要だった

コストを大幅に削減することができます。 

また、以下のような機能を持たせることによって、点検業務の高度化を達成しました。 

・ 損傷･変状のＣＡＤ図への直接入力 

・ 過去の点検記録の参照機能 

・ 健全度評価基準の参照機能 

・ 点検結果に基づいた関連点検箇所の警告機能 

 

図表 11 点検支援システムの概要 

 

 

点検支援システムは、事務所の青森県橋梁アセットマネジメント支援システム（ＡＭＳＳ）

と現場で使用する携帯情報端末（ＰＤＡ）システムから構成されています。 

事務所のＡＭＳＳの点検データベースから、点検する橋梁の点検台帳データをＰＤＡに送信

します。現場では、ＰＤＡに健全度評価、劣化・損傷記録、損傷図などを直接入力します（図

表１２参照）。また、平行してデジタルカメラで写真撮影します。 

点検が終了すると、ＰＤＡに記録された点検データをＡＭＳＳに送信します。点検データは

ＡＭＳＳで処理され、点検調書が自動作成されます。点検データはＡＭＳＳのＰＣ画面上で確

認できますし（図表１３参照）、プリントアウトすることもできます。 
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図表 12 ＰＤＡシステム画面例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 13 ＡＭＳＳ点検データベース画面例 

 

 

 

 
 

健全度・劣化原因入力 損傷の種類と程度
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（２）維持管理・点検マニュアルの概要 
 
① 日常管理の概要 
劣化要因の早期発見と除去並びに重大な劣化・損傷の兆候発見を目的として日常管理を行い

ます。 
日常管理には、パトロールや日常点検の点検・調査業務と、清掃、維持工事（軽微な補修）

の維持管理・対策業務があり、予め定められたガイドライン（日常管理ハンドブック）に従っ

て点検などを行い、対策が必要と判断された場合には直ちに対策を実施します。 
日常管理の主な実施項目と内容は図表１４のとおりです。 

図表 14 日常管理 

項目 目的 実施者 実施内容 

パトロール 重大な劣化・損傷の発見 県職員、維持管

理業者 
路上構造物を対象に路上目視

点検 

日常点検 
（１回／年） 重大な劣化・損傷の発見 県職員 

路上構造物・主要部材を対象に

路上目視点検、路下遠望目視点

検を実施。なお、点検通路のあ

るところでは近接目視点検 

清掃 劣化損傷の発生原因の除去 維持管理業者 路上構造物および支承・排水装

置を対象に実施 

維持工事 軽微な劣化損傷の補修 維持管理業者 路上構造物・排水装置を対象に

実施 
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② 計画管理の概要 
計画管理では、橋梁の安全性確保とともに、アセットマネジメントに基づいた計画的な維持

管理のための定期点検、特別点検及び詳細調査・追跡調査を行います。 
計画管理の中心は定期点検ですが、鋼部材の疲労亀裂など特定の劣化・損傷の発見を目的と

する場合は特別点検を、劣化・損傷の原因究明が必要な場合には詳細調査を随時実施します。 
計画管理の主な実施項目と内容は図表１５のとおりです。 

図表 15 計画管理 

項目 目的 実施者 実施内容 

定期点検 
（１回／５年） 

構造安全性・交通安全性の

確認 
計画的維持管理のための情

報収集 

委託業者 
一部県職員 

全部材を対象に、 
支承周り、桁端部→近接目視 
スパン中央部→遠望目視 

特別点検 
（随時） 

構造安全性・交通安全性を

脅かす恐れのある特定の損

傷の発見 
委託業者 

指定された部材を対象に、 
近接目視、非破壊検査、サンプ

リング調査、機器計測 
詳細調査 
追跡調査 
（随時） 

劣化損傷の原因究明、劣化

程度の把握 
劣化損傷の継続的な観察 

委託業者 
指定された部材を対象に、 
近接目視、非破壊検査、サンプ

リング調査、機器計測 
 
③ 定期点検の概要 
（Ａ）安全性の確認 
  構造安全性・交通安全性を脅かす恐れのある劣化・損傷並びに第三者被害を引き起こす恐

れのある劣化・損傷が発見された場合は、図表１６のとおり対策区分を判定し、必要に応じ

て対策を実施します。 

図表 16 判定区分 

対策区分 判定の内容 
Ｅ１ 橋梁構造の安全確保の観点から、緊急対応の必要がある 
Ｅ２ 交通安全性の確保、又は第三者被害防止の観点から、緊急対応の必要がある 
Ｍ 耐久性向上の観点から、維持工事で対応する必要がある。 
Ｓ 劣化損傷の原因特定又は劣化損傷程度の判定の必要性から詳細調査の必要がある 

（Ｂ）計画管理のための情報収集 
定期点検のもう一つの目的は、計画管理のための情報、すなわちアセットマネジメントの

ための情報収集です。劣化原因及び健全度評価に関するデータに基づいて青森県橋梁アセッ

トマネジメント支援システムで劣化予測やＬＣＣ算定を行い、適時適切な対策工事を計画的

に実施します。 
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④ 健全度の評価基準 
橋梁の劣化の状況について、健全度評価を行います。 
健全度評価基準については、土木学会コンクリート標準示方書（維持管理編）の劣化過程を

ベースに、潜伏期、進展期、加速期前期、加速期後期、劣化期の５段階評価手法を採用し、コ

ンクリートだけでなく全ての部材にも適用します。 
なお、本県では、トップエンジニアの知見を基に、部材種類、劣化機構別に８８種類におよ

ぶ健全度評価基準を設定しました。 
図表１７及び図表１８に、健全度の５段階評価と、その評価基準の一例として、鉄筋コンク

リート部材の塩害の事例を示します。 

図表 17 健全度の５段階評価（鉄筋コンクリートの塩害） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 18 健全度評価基準（鉄筋コンクリートの塩害） 

健全度評価 定   義 状   態 

潜伏期 

（4.5～5.5）  

鋼材のかぶり位置における塩化物イ

オン濃度が腐食発生限界濃度に到達

するまでの期間 

外観上の変状が見られない、塩化物イ

オン濃度腐食発生限界以下 

進展期 

（3.5～4.5） 

鋼材の腐食開始から腐食ひび割れ発

生までの期間 

外観上の変状が見られない、塩化物イ

オン濃度腐食発生限界以上、腐食が開

始 

加速期前期 

（2.5～3.5） 
腐食ひび割れが発生、錆汁が見られる

加速期後期 

（1.5～2.5） 

腐食ひび割れ発生により鋼材の腐食

速度が増大する期間 腐食ひび割れが多数発生、錆汁が見ら

れる、部分的なはく離・はく落が見ら

れる、腐食量の増大 

劣化期 

（0.5～1.5） 

鋼材の腐食量の増加により耐荷力の

低下が顕著な期間 

腐食ひび割れが多数発生、ひび割れ幅

が大きい、錆汁が見られる、はく離・

はく落が見られる、変位・たわみが大

きい 

潜伏期   進展期  加速期（前/後）  劣化期 

供用期間 

健
全
度 

鉄筋腐食開始

５

４

３

１

２

腐食ひび割れ発生

錆汁、部分的はく離・はく落 

鉄筋の腐食限界 
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  また、健全度評価にあたっては、図表１９のような実際の劣化状況の写真例を参考にしま

す。 

 

図表 19 健全度評価写真例（鉄筋コンクリートの塩害） 

 

劣化期

1

加速期（後期）

2

加速期（前期）

3

劣化期

1

加速期（後期）

2

加速期（前期）

3
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⑤ 健全度評価単位 
健全度を評価する単位を要素と定義します。この要素単位で、劣化損傷の記録、劣化予測、

ＬＣＣの算定を行います。 
要素の分割は、国土交通省橋梁定期点検要領（案）（平成１６年３月）に準じたものとします

が、伸縮装置のある端支点部が伸縮装置部分からの漏水で劣化損傷が他の部分よりも早く進行

することなどから、点検の重点化と同様の考え方で、端支点部を一つの要素として別に区切る

こととしました。 
以下に、床版と主桁の事例を紹介します。 

【例１：床版】 

・床版は、１スパンを１部材とします。 

・床版は、主桁、横桁・対傾構に仕切られた部分（「パネル」と呼ぶ）を要素として区切る

ほか、伸縮装置の不具合発生によって他の部分よりも早く劣化が進行する伸縮装置に接

する端支点部を一つの要素として区切ります。 

 

 0101 

 0201 0202 0203 
0204 

 
0301 0302 0303 0304 

 
0401 0402 0403 0404 

 0501 

 

 

 

 

【例２：主桁】 

・主桁は、１スパンを１部材とする 

・主桁は、横桁・対傾構に仕切られた部分を要素として区切るほか、伸縮装置からの漏水

等によって劣化進行が早い桁端部を一つの要素として区切ります  

 0101 0102 0103 0104 

 0201 0202 0203 0204 

 0301 0302 0303 0304 

 0401 0402 0403 0404 
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⑥ 異常時管理の概要  
地震、台風、大雨などの自然災害発生時、あるいは火災や交通事故など異常事態発生時には、

安全性の確認ならびに重大損傷の有無の確認のために異常時点検を行います。点検の結果、必

要に応じて緊急措置や維持工事を実施します。 
異常時管理の主な実施項目と内容は図表２０のとおりです。 

図表 20 異常時点検 

項目 目的 実施者 実施内容 

異常時点検 安全性の確認 
重大な劣化・損傷の発見 県職員 

主要部材を対象に路上目視点

検、路下遠望目視点検を実施 
ただし、点検通路のあるところ

は近接目視点検 
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（シナリオ選定） 

 

（１）環境･特殊橋梁によるシナリオ選定 

 

橋梁が架設されている環境条件や特殊性から、シナリオの選定を行います。 

例えば、城ヶ倉大橋のように、仮橋の設置など架け替えが環境的・技術的に非常に困難な橋

梁は、予防保全型シナリオだけを選定します。 

また、岩木川河口近くに架かる津軽大橋のように大河川や大峡谷に架設されている橋梁は、

架け替えに際して莫大な費用が発生するために、更新型シナリオを適用外として削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

特殊橋梁 
大河川・大峡谷

予防保全型シナリオに特定 ⇒ 例：城ヶ倉大橋 
更新型シナリオの削除 ⇒ 例：津軽大橋

津軽大橋津軽大橋城ヶ倉大橋城ヶ倉大橋
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（２）橋梁健全度によるシナリオ選定 

  

橋梁の健全度が著しく劣っている場合のシナリオの選定を行います。 
橋梁の寿命を左右するような主要部材の劣化・損傷が著しく進行している老朽橋梁や、日本

海側に多いような極めて塩害が進行している重度の劣化橋梁は、補修工事を繰り返すよりも架

け替える方が経済的となる場合があります。 
これらの条件に当てはまる橋梁については、ＬＣＣ評価と詳細調査によって、更新した方が

コスト的に有利な場合は、更新型シナリオを選定します。 

 

例えば、平成１５年６月から６トンの重量制限を行っている八景橋は、劣化・損傷が著しい

老朽橋梁であることから更新型シナリオを選定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

塩害等の劣化・損傷が進んでいる重度劣化橋梁 
主要部材の劣化損傷が著しい老朽橋梁 

ＬＣＣ評価＆詳細調査に基づき、 
更新型・部分更新型シナリオに特定 ⇒ 例：八景橋 

八景橋八景橋
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（３）重要度評価によるシナリオ選定 

 

交通制限を伴う対策工事の社会的影響度を反映する重要度評価からシナリオ選定を行います。 

この重要度評価は、緊急輸送路指定、交通量といった重要度指標を点数化した重要度評価点

によって行います。 

なお、ＬＣＣ算定の際に、対策工事の社会経済的損失を「外部コスト」として加算する考え

方もありますが、本県の場合は、この重要度評価で社会経済的損失を考慮することとしました。 

 

① 重要度評価点の配点例 

図表２１は重要度評価点の配点例です。それぞれの項目について上段が条件、下段が配点と

なっています。 

図表 21 重要度評価点 配点例 

特定有１ 特定有２ 特定有３ 指定なし  
緊急輸送路 

１０ ７ ４ ０  

≧10,000 ≧5,000 ≧2,000 ≧1,000 1,000＞ 交通量 

（総台数：台/日） １０ ７ ４ 2 １ 

≧3,000 ≧1,000 ≧250 ≧100 100＞ 交通量 

（大型車数：台/日） １０ ７ ４ 2 １ 

1 時間以上 20分～1時間 市町村道 国道・県道  
迂回路 

１０ ７ ４ 2  

有 無    
バス路線 

３ ０    

新幹線 東北・奥羽 その他   
交差状況（鉄道） 

８ ６ ５   

高速 直轄国道 その他国道 県道 その他 
交差状況（道路） 

６ ５ ４ ３１ １ 

≧250 ≧150 ≧80 ≧50 50＞ 
橋長（ｍ） 

２０ １４ １０ ６ ２ 

密集 非密集    
住宅密集地 

５ ０    

ＢＰ 現道 旧道   
現道・旧道 

１５ １０ ０   
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② 重要度評価点の算定例 
図表２２は、上記の配点例による算定例です。それぞれの項目に当てはまる点数を合計した

ものが重要度評価点になります。 
緊急輸送路に指定されている尻内橋や迂回路のない七沢大橋は点数が高く、緊急輸送路に指

定されていない安藤橋や交通量の少ない富野橋は点数が低くなっています。 

図表 22 重要度評価点 算定例 

橋梁名 
緊急 

輸送路 

交通量 

総台数 

交通量 

大型車 
迂回路

バス路

線 

交差 

鉄道 

交差 

道路 
橋長 

住宅 

密集地 

現道 

旧道 
計 

尻内橋 １０ ７ ７ ２ ３ ０ ０ ２０ ０ １０ ５９ 

七沢大橋 １０ ２ ４ １０ ０ ０ ０ ６ ０ １０ ４２ 

安藤橋 ０ ４ ２ ２ ０ ０ ０ １４ ０ １０ ３２ 

富野橋 ０ ２ ２ ４ ３ ０ ０ ２ ０ １０ ２３ 

… … … … … … … … … … … … 
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（健全度の将来予測） 
 
（１）劣化予測式 
 
劣化予測式は、健全度の５段階評価（潜伏期、進展期、加速期前期、加速期後期、劣化期）

ごとの劣化進行速度を年数で設定しました。 
本県では、学術的研究成果が確立されている劣化予測式に加えて、トップエンジニアの高度

な技術と豊富な経験により独自の劣化予測式も設定し、部材の種類・劣化機構毎に全部で８８

種類におよぶ劣化予測式を設定しました。 
さらには、それぞれの橋梁が置かれている環境条件や個体条件により劣化速度を複数設定し、

その条件を反映させます。 
なお、点検データの蓄積によって劣化予測式のさらなる精度向上を図っていきます。 
 
図表２３はその一例です。環境条件の違いによって、「一般環境」、「やや厳しい環境」及び「厳

しい環境」の劣化速度の異なる三つの予測式となっています。 
 

図表 23 劣化予測式 
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（シナリオ別ＬＣＣ算定） 
 
選ばれたシナリオ別にＬＣＣを算定します。 
この算定に際しては、独自の「維持管理・対策マニュアル」を策定し、適切な時期に適切な

対策が実施されるように、シナリオ毎に維持管理レベル（許容レベルと回復レベル）に応じた

対策工法を設定したシナリオ別対策工法リストを作成しました。このリストは、トップエンジ

ニアの高度な技術と経験をベースに、部材の材料、仕様、劣化機構、劣化段階に応じて最適な

工法を選定したもので、その数は約１６０種類にも及びます。 
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３-６ ＳＴＥＰ３ 中長期予算計画 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＴＥＰ３では、中長期予算計画を策定します。 
まず、橋梁毎に最適シナリオを選定し、それらのＬＣＣを全橋梁で集計します。 
そして、その集計値と中長期予算との整合を図り、整合が取れればそのまま中長期予算計画

を決定しますが、整合しない場合はシナリオの再選定を行い、中長期予算との整合を図り、中

長期予算計画を決定します。 
 

中長期予算との整合 
ＮＯ 

ＹＥＳ

最適シナリオ選定 

全橋梁ＬＣＣ集計 

中長期予算計画決定 
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３-７ ＳＴＥＰ４ 中期事業計画・事業実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＳＴＥＰ４では、具体的にどの橋梁のどの部材の対策を実施するかを決定します。 
まず、中期計画の中で対策工事が予定されている橋梁を選定し、優先順位をつけた上で、年

度毎の予算を確定し、中期予算との整合を図りながら事業計画を決定し、事業を実施していき

ます。 
 
このように「青森県橋梁アセットマネジメント」は、道路ネットワークにおける橋梁の役割、

環境条件、健全度の現状を考慮し、劣化の将来予測などを行った上で、最も効率的・効果的な

橋梁の維持管理を行うのに適切な手法です。 
青森県は、県民の安全・安心な生活を確保するために、この「青森県橋梁アセットマネジメ

ント」により、本県の橋梁の健全な維持管理を行っていきます。 

対策橋梁の選定

対策橋梁の優先順位決定

中期予算との整合性

中期事業計画決定

ＮＯ 

ＹＥＳ

事業実施
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４ 青森県橋梁アセットマネジメントアクションプランの策定 
 
青森県橋梁アセットマネジメントの導入に際し、平成１６・１７年度の２箇年で１５ｍ以上

の全橋梁の初期点検を実施します。 
本県では、この基本計画で整理したマネジメント手法などを実行に移すべく、初期点検のデ

ータを基に、今後の橋梁の維持管理に係るアクションプランを策定します。 
また、アセットマネジメントは、ＰＤＣＡ（Plan- Do- Check- Action）サイクルを廻しなが

ら継続的に実施して初めて最大の効果が得られます。アセットマネジメントを継続的・効果的

に運用するため、この基本計画及びアクションプランは定期的に見直しをします。 
 

☆青森県橋梁アセットマネジメントアクションプランの構成案 
 
 １ 青森県橋梁維持管理長期計画 
   本県の橋梁の今後３０年間に必要な維持更新費用を初期点検データに基づきシミュレー

ションのうえ、長期にわたる橋梁の維持更新に必要な予算額目標値と橋梁の健全度目標値

などを定める。 
 
 ２ 青森県橋梁維持更新５箇年計画 
   平成１８年度からの５箇年において、具体的にどの橋梁をどのように補修又は更新する

かについて、初期点検データに基づきシミュレーションのうえ定める。 
   また、橋梁点検についても、初期点検で把握した現状により、どのような状況の橋をど

のくらいの頻度で点検を行うのかなどについて定める。 
 
 ３ 青森県橋梁アセットマネジメント運営マニュアル 
   アセットマネジメントを効率的・効果的に運営するため、①組織・運営体制②青森県橋

梁アセットマネジメント支援システム維持更新手法③新技術の採用手法④資金調達手法⑤

入札発注方法 などについて定める。 
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５ おわりに 
 
いよいよ少子高齢化が実感となって切実に感じられる世の中になってきました。街を歩いて

いても電車、バスに乗っていても私と同年齢か若しくはそれ以上の人が目立つようになってき

ました。 
高齢化が進んでいるのは、人間だけでなく、橋のような社会基盤（インフラ）についても本

格的なケアを必要とする時代にいよいよ突入したようです。 
幸いにして近年我が国ではインフラを放置したことでその咎を受け、多くの人命が失われる

ことはありませんでした。今後はそうはいきません。放置すると１，０００人が犠牲となった

江戸時代の永代橋、３０年前のアメリカオハイオ州でのポイントプレザント橋（シルバーブリ

ッジ）、１０年前の韓国のソンスー橋のような崩落がきっと起こり得ます。世の中の人のほとん

どが、修理をしなければならないのは設計・施工がまずかったからと思っています。そうでは

ないのです。どんなに最初は素晴らしくて完璧なインフラでも時間がたつと必ず劣化するので

す。維持管理フリーのものはあり得ないのです。私ども技術者ができることはその劣化進行を

ソフト・ハード的に極力最小限度に抑えることです。 
 
社会基盤の整備の方向は「彫刻家」より「医師」の世界へ、すなわち、新規のインフラづく

りより維持・管理・補修といった健康診断・内科・外科的手当のシステムの時代へと推移して

います。モニタリング、データ収集、診断の各技術の確立には時代最先端のセンサー技術やリ

モートセンシング、ＧＰＳ、ＧＩＳ等を含む情報収集そしてデータベースの構築などが不可欠

でありますが、何よりも人間ドックならぬ「インフラドック」については正確な診断を下せる

ための力学の基本が肝要であります。世の中では、総合的ライフサイクルのフィロソフィーの

もと、広範な科学技術に立脚したハードウェア・ソフトウェアそしてそのハイブリッド連携技

術が重要となってきました。 
青森県橋梁アセットマネジメントは、このハイブリッド連携によって橋梁を維持管理してい

こうとする大きな流れを作るものです。本州最北端の青森県が、このような先進的な試みにチ

ャレンジしていること、そして幸いにして私がこのプロジェクトの一員として関与させていた

だけることを喜ばしく思います。 
 

青森県橋梁アセットマネジメントシステム開発コンソ－シアム委員長 
  京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻教授 渡邊 英一  
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参考 青森県橋梁アセットマネジメントシステム開発コンソーシアム 
＜組織図＞ 
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青森県は、県民の安全・安心な生活の基盤と

なる道路や橋などを、これからも県民の皆様に

責任をもって提供し続けるために、新たな取り

組みに積極的に挑戦するなど、職員一丸となっ

てその実現を図って参ります。 

問い合わせ先 

青森県県土整備部道路課アセットマネジメント推進チーム 

 住所  〒０３０－８５７０ 青森市長島１－１－１ 

 電話  ０１７（７３４）９６５８（直通） 

     ０１７（７２２）１１１１（内４２７５） 

 メール doro@ags.pref.aomori.jp 

 Ｈ Ｐ http://www.pref.aomori.jp/douro/asset/index.html 


